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◆これまでの推進体制
 京都府農業機械⼠協議会と連携し、安全推進の取組を実施
・春・秋の農作業安全運動の推進
(啓発チラシの作成、広報活動等）

・農作業安全講習の実施

◆推進体制の強化に向けて (R3)
 関係者会議を開催、関係機関の連携体制について検討



◆京都府農作業安全推進会議を設置（R4)
構成団体 活動内容

参
画
機
関

ＪＡ京都中央会
ＪＡ全農京都
京都府農業機械商業協同組合
京都府（農産課）

・安全啓発活動（啓発資材の作成・配布、広報
媒体を活⽤した啓発等）

・農作業安全研修の資料準備、実施促進等

京都府農業機械⼠協議会
各ＪＡ
京都府（振興局、普及センター、
農⼤）

・安全啓発活動（啓発資材の配布、農業者への
声かけ、広報媒体を活⽤した啓発等）

・農作業安全研修の企画・実施、実績報告

協
⼒
機
関

市町村
ＪＡ共済連京都
京都府農業共済組合

・安全啓発活動（啓発資材の配布、農業者への
声かけ、広報媒体を活⽤した啓発等）

・農作業安全研修実施への協⼒



 指導者育成に当たり関係機関に推薦を依頼
(地域や機関に偏りなく指導者を配置するため、機関ごとに下限⼈数
を設定）

 農業機械⼠、ＪＡ営農指導員、普及員等、123名が指導者育成
研修を受講

指 導 者 ⼈ 数
農業機械⼠ 27
ＪＡ営農指導員 14
普及員 35
機械整備・販売員 14
その他 33

合 計 123

（内訳）
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情報、啓発資材、
研修資料を提供

連 携

研修実施報告
(6⽉末、11⽉末、
2⽉末時点）

栽培講習会 農

業

者

総会

農業講座

事業説明会

［研修内容］
・農作業事故の現状
・農業経営、地域に及ぼす
影響

・乗⽤型トラクター事故に
ついて

・刈払機の事故について

［研修対象者（例）］
・家族経営
・農業法⼈
・集落営農組織
・シルバー⼈材センター 等

農 業 機 械 ⼠

J A営農指導員

普 及 員

機械整備・販売員



◆研修の年間実施⽬標
 各地域（振興局単位）において実施回数 20回、受講者数 延べ200名

◆６⽉末時点の研修実施状況（実施予定を含む）



◆ 普及センターによる研修事例
 総会、各種栽培講習会の際に「＋安全」形式で研修を実施

農業機械の安全使⽤について研修



◆京都府農業機械⼠協議会による研修事例
 農業者団体や関係団体からの研修要望に応じ、単独で研修を
開催

刈払機の使⽤に係る研修



 研修の実施地域に偏りがある
→他地域の事例共有、研修資料の充実（地域の実態に応じた内容）に
より研修実施を促す

 農業者等に農作業安全指導者や研修の取組について周知が⾏き届いて
いない可能性

→補助事業の要件化と併せて、引き続き積極的に周知

 短時間の研修の場合、どのくらい効果があるのか不明
→アンケートによる効果測定、改善
→声かけ運動等も組合せて啓発を⾏う






